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そ
も
そ
も
、
１
９
９
９
年
の

国
会
で
「
国
旗
・
国
歌
法
」
が

強
行
採
決
さ
れ
た
際
の
議
事
録

を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、「
君

が
代
」
斉
唱
の
際
に
起
立
す
る

か
ど
う
か
は
、
一
人
ひ
と
り
が

決
め
る
問
題
で
法
令
で
強
制
で

　

『
ど
け
ん
☆
ど
げ
ん
９
条
の

会
』
は
５
月
21
日
、
戦
跡
め
ぐ

り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
を

25
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
終
戦
前
日
の
大
空
襲
で
多

く
の
被
害
を
受
け
た
京
橋
駅
南

口
を
ス
タ
ー
ト
時
点
に
し
、
渡

部
み
ど
り
会
長
の
ガ
イ
ド
で
大

阪
城
公
園
内
の
「
砲
兵
工
廠
跡

碑
」、「
真
心
碑
」、「
山
里
曲
輪

の
石
垣
に
残
る
機
銃
掃
射
あ

と
」、「
大
阪
城
天
守
閣
の
ず
れ

た
石
垣
」
な
ど
戦
争
の
傷
跡
を

見
て
回
り
ま
し
た
。
戦
前
の
大

阪
に
は
軍
事
施
設
が
数
多
く
あ

河
川
敷
に
て
楽
し
く
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
９
条
の
会
で
は
、
戦
争

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
憲
法
９

条
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に

も
、
軍
事
施
設
跡
や
空
襲
で
被

害
の
あ
っ
た
地
域
を
訪
ね
歩
く

戦
跡
め
ぐ
り
を
毎
年
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

り
、
砲
兵
工
廠
で

は
大
砲
な
ど
の
兵

器
が
製
造
さ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
１
９
４
４

年
12
月
か
ら
終
戦

直
前
の
１
９
４
５

年
８
月
14
日
ま
で

に
大
阪
府
内
で
は

50
数
回
に
お
よ
ぶ

空
襲
を
受
け
た
こ

と
な
ど
戦
跡
め
ぐ

り
を
通
じ
て
再
認

識
で
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
大
川
の

　

開
会
中
の
５
月
府
議
会
で
、
大
阪
維
新
の
会
が
提
出
し
た

学
校
の
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
で
の
「
国
家
斉
唱
」
の
際
、

教
職
員
に
起
立
・
斉
唱
を
義
務
づ
け
る
条
例
案
が
審
議
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
下
知
事
も
、
教
職
員
が
「
不
起
立
」

を
繰
り
返
せ
ば
懲
戒
免
職
処
分
に
で
き
る
条
例
案
を
、
９
月

議
会
に
提
出
す
る
方
針
と
記
者
会
見
で
述
べ
て
い
ま
す
。
条

例
案
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
大
阪
原
水
協
副
理
事
長
の
山
崎

義
郷
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

き
な
い
こ
と
を
幾
度
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

「
君
が
代
」
は
か
っ
て
侵
略

戦
争
の
象
徴
と
さ
れ
、
歌
詞
に

主
権
在
民
と
矛
盾
す
る
意
味
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
な
か

に
は
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
学
校
の
入
学
式
や

卒
業
式
で
も
、
斉
唱
の
際
起
立

す
る
か
ど
う
か
は
、
教
職
員
一

人
ひ
と
り
が
良
心
に
基
づ
い
て

行
う
こ
と
で
あ
り
、
条
例
で
義

務
づ
け
る
次
元
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
憲
法
19
条
と
と
も
に

憲
法
14
条
は
「
す
べ
て
国
民

は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ

て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社

会
的
身
分
ま
た
は
門
地
に
よ

り
、
政
治
的
経
済
的
又
は
社
会

的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ

な
い
」
と
明
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
教
職
員
だ
け
を
「
不
起

立
」
を
理
由
に
免
職
す
る
こ
と

は
明
ら
か
に
違
憲
で
す
。

行
政
に
今
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と

　

教
育
行
政
は
一
般
行
政
と
異

な
り
、
命
令
監
督
で
は
な
く
指

導
助
言
を
旨
と
し
、
最
高
裁
判

所
の
判
例
で
も
法
律
に
基
づ
く

教
育
行
政
の
行
為
で
も
教
育
へ

の
不
当
な
介
入
と
な
り
得
る
と

し
て
、
教
育
内
容
へ
の
国
家
的

介
入
の
抑
制
を
求
め
て
い
ま

す
。

　

ま
し
て
や
、
秋
の
大
阪
市
長

選
挙
目
当
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
す
る
こ
と
な
ど
到
底
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
直
ち
に
提
案
を
取

り
下
げ
る
べ
き
で
す
。

起
立
し
な
い
自
由
、

歌
わ
な
い
自
由

憲
法
19
条「
思
想
・

良
心
の
自
由
」が
保
障

今
な
ぜ

今
な
ぜ
⁉⁉「
君
が
代
」強
制
条
例
な
の
か

「
君
が
代
」強
制
条
例
な
の
か

夏今年のの　 は
長野野で決まり！

第1次しめきり　6月30日(木)

行き先行き先　長野県　安曇野・大町温泉郷
宿　泊宿　泊　立山プリンスホテル
参加費参加費 　29,800円　小学生20,800円
 ※参加費に含まれるもの
 　  往復バス代・2泊4食・昼食1回・交流会費用・旅行保険
 　（オプション料金は各自負担となります）

7月22日（金）～24日（日）日　時日　時

府職労　平和友好祭
第50回記念イベント

どけん☆どげん
９条の会

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、

憲
法
９
条
を
守
ろ
う

戦
跡
め
ぐ
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会

▲
朝日新聞５月26日付

家族そろって、友だち
といっしょに、もちろ
ん１人でも、みんなで
わいわい参加しよう!!

＊ 熱気球体験、ラフティング、キャニオニングツアー、そば
打ち体験、無言館見学などなどオプションも充実

　今年も平和大行進は、５月６日に東京夢の島を出発しま
した。
　平和大行進は、昨年のNPT再検討会議の議決を受けた新
しい「核兵器廃絶署名」へのアピールと、３月11日に起こ
った東日本大震災・原発事故の被災者支援・復興を訴え
て、全国11の基幹コース・網の目コースで全国の自治体・
地域の広範な団体や住民と対話と共同を大きく広げ、国民
的な連帯を発展させるために８月６日の原水爆禁止世界大
会（広島）に向かって歩き続けます。
　あなたの平和・核兵器廃絶、原発禁止などの思いを沿道
の皆さんと心を一つに繋いでいきましょう。ぜひあなたの
参加をお待ちしています。

6月30日（木） 柏原市役所（大和川河川敷）→八尾市役所→岩田公園（東大阪市）

７月１日（金） 河内長野市役所→富田林市役所→羽曳野市役所→藤井寺市役所→松原市役所

７月２日（土） 泉佐野市役所→貝塚市役所→岸和田市役所→忠岡町役場→和泉市役所

７月３日（日） 和泉市役所→泉大津市役所→高石市役所→浜寺公園→石
いわ

津
っ

太
た

神社
→堺市役所

７月４日（月）
住吉区役所→天王寺公園→大阪城・教育塔前→裁判所南・若松浜公園
→南森町→都島区役所→都島本通→赤川１→旭区役所（大宮南公園）
平野区民ホール→生野区役所→今里交差点→大阪城・教育塔前（幹線コース合流）

７月５日（火） 守口市役所→門真市役所→寝屋川市役所→成田山不動尊→枚方市役所
大東市役所→四條畷市役所→寝屋川緑地公園→交野市役所→枚方市役所

７月６日（水） 高槻市役所→総持寺団地→茨木市役所→摂津市役所→吹田市役所
７月７日（木） 豊中市役所→池田市役所→兵庫県・川西市役所

　第50回目の開催となる
今年の平和友好祭、開催
地は朝の連続テレビ小説
「おひさま」の舞台にも
なっている信州安曇野
に！宿泊は大町温泉郷に
ある「立山プリンスホテ
ル」、信州の美しい大自然
を感じながら、ゆったり
温泉でリフレッシュ！充
実したオプションや企画
で、みんなでわいわいと
楽しめることまちがいな
し！みなさんのご参加、
心よりお待ちしていま
す。申込み・お問い合わ
せは、府職労かお近くの
役員まで。

７／22（金）
08：00　府庁集合・出発
15：00　松代大本営などの見学
18：00　ホテルへ　夕食・交流会など

７／23（土）
朝食後、フリータイム、各種オプショ
ンツアー
18：00　夕食・交流会など

７／24（日）
朝食後、チェックアウト、安曇野ちひ
ろ美術館へ
12：00～14：00　 松本市内でフリータ

イム
21：00　大阪市内にて解散

2011年国民平和大行進2011年国民平和大行進
「核兵器の全面禁止」と「原発事故の被災者支援・復興」をつないで

府
内
コ
ー
ス
日
程

スケジュール（予定）スケジュール（予定）

▶
読
売
新
聞
５
月
26
日
付


